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はじめに
戦後日本の農村女性の生活記録を編集した文献のひとつに，和田勇治・野添憲治編『農婦たちの
戦後史　秋田県合川町・生活記録「母の実」の 20 年』（無明舎出版，1982）がある。これは，1961 年，
秋田県合川町（現北秋田市）に結成された農村の主婦グループ，母の実会の文集『母の実』創刊号
（1961.2）～ 45 号（1982.8）の中から，各号 1，2 点を選択・編集したものである。文集は 2013 年
3 月現在，81 号が発行されており，秋田県では，1961 年から今日まで存続する唯一の文集である。
本稿では，1960 年代初めに農村女性のグループが成立する事情と生活記録の内容を検討し，農
村女性の生活と意識を明らかにすることを課題とする。その際，地域の政治・経済・社会的状況と
地域女性のサークル活動の関係に注目して検討したい。とくに合川町は，詩人として知られる畠山
義郎が 1955 ～ 95 年（10 期）町長を務めた町であり 1，畠山町政が母の実会の成立と活動に影響を
及ぼしたと考えられるので，その点に注目したい。
筆者は，「戦後農村女性の生活と生活記録―九五〇～六〇年代の山形を中心に―」（『年報日本現
代史』18 号，2013）において，若妻グループの形成と生活記録を検討したが，若妻グループとは
性格を異にする母の実会を検討することによって，農村女性の生活と意識の別の側面を照射できる
のではないかと考えている。
ここで取り上げる合川地域の概況は，以下の通りである。合川町は，1955 年 3 月，下大野村（北
部），上大野村（東部），落合村（西部），下小阿仁村（南部）の 4 か村が合併して成立した。中心
部が阿仁川と小阿仁川が合流する地点にあるため，合川町と命名された。中心部は両河川を中心に
水田が開かれた穀倉地帯であり，北東部には大野台台地，南西部には秋田杉の宝庫である国有林地
帯があり，また，“阿仁またぎ”で知られる阿仁部への玄関口に当たる。1955 年の人口は 12644 人，
面積 112.6km2，戸数 2152，うち農家戸数 1759，農地は，田 1270 町，畑 543 町，平均耕地面積 1 町，
産業別従業者数は，農業 4342 人（73.1％），林業・狩猟業 400 人（6.7％），両者で 8 割を占める 2。
以下，引用文中の〔　〕および……（中略など）は，断りのない限り，筆者が記入したものである。
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Ⅰ　母の実会の成立とその背景
（1）母の実会結成の経緯と背景
1960 年暮の主婦たちの会話がきっかけとなって，婦人会幹部と公民館の職員会議に相談し，公
民館が産婆役となって 1961 年 1 月 19 日「生活を綴るおかあさんのつどい」が開催され，40 数名
が参集した。「つどいの目標について，①生活を綴ることを中心として，自分たちの地位を高め
る努力をしよう。②この運動の趣旨をつらぬくため，それぞれ組織を通して活動しよう。③つど
いの仲間意識を高め話し合いを深める中から地域社会の発展につとめよう。ということを確認し
合った。」会の名称は母の実会と決定した。サトウ・ハチロー「母を讃えるうた」の一節，「この世
で　こよなく美しきもの／この世で　こよなく美しきもの／そは花なり／この世で　こよなく美し
き心／そは母なり　そは母なり／花も母も　種となる実を愛す／こよなく愛す／こよなく愛す　か
なしくもたのしきかな」に因んで命名したという。会員数は，会の機関誌『母の実』が創刊された
1961 年 2 月には，68 人。会長は土濃塚イマ，副会長 4 人，世話人は各部落から 1 人。幹事 5 人は
和田勇治などいずれも公民館員である（「やれば出来るのだ　母の実会結成へのあゆみ！！」『母の
実』1 号，1961.2）。
土濃塚イマは，後に次のように述べている。「昭和三十五，六年頃は……家庭の主婦が文章を書
くという事とは余りにもかけ離れた生活でしたが，当時すでに生活の苦しさや不合理から抜け出そ
うともがいている人達が，内にひそむ本当の良さを出す事もなく常にひけ目を感じている様に思わ
れてなりませんでした。私はなんとか誇りをもって頂きたいものと仲間の人達に話したり，「生活
記録の集いでもあったら」との言葉に勇気を得て「台所の隅から田畑のあぜ道から土に汚れ汗にま
みれた手にペンを」とよびかけ，……「母の実」が誕生したのです。」（土濃塚イマ「農村婦人の社
会性を培って二十年　生活記録活動から政治学習までの歩み」『母の実』44 号，1981.1）。なお，母
の実会結成以前に，南地区では土濃塚の提唱で「記録学習」が発足し，東地区では公民館主事補の
和田勇治の支援によって若妻たちの文集「土と花」が出されており，「こうした土台もあってか第
一回の集会もなごやかなふんいきにつつまれ」発足したといわれる（佐藤キミ「思出の記」『母の実』
29 号，1971.12）。
和田勇治によると，1960 年 10 月現在，合川町には 10 の若妻会があり，年齢は普通 35 歳まで，
中には 30 歳までのものもあった。若妻会に共通するのは，「同じ世代，同じ環境の中にあると言う
仲間意識である」が，「このような活動を進めているのは，町内全般から見てほんの一部にすぎな
い。」他方，「最近，お母さんがたの学習意欲はとみに高まっている。婦人学級，各種講習会，婦人
大会などにわんさと押しかける……。この人達を観察して見ると，大体三四，五歳以上のお母さん
たちの多いのが目につく。……婦人会の体質改善論が課題として取り上げられつつある。」「従来，
婦人教育の方向は，講義，講座，全般的な共同学習の形態がとられて来た。そのため婦人たちの間
では，ものごとに対する正しい見方，認識の度合いが深まったと言われる。そして次の段階として
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は，この知識をもとにして地域や家庭など自分の足許から合理性を追求する方法が考えられなけれ
ばならない。それがためにはまず，何でも話せる気楽なグループが必要になって来る。」「婦人教育
に限らず，学習の形態は自分を中心として，大集団活動から小集団活動へ，そして又大集団へと繰
り返さなければならないし，自分の課題がグループを通してもまれ，肉がついてやがてまた自分に
帰って来るものでなければ，効果ある学習とは言え
ママ
得ないだろう。」和田は以上のように記してい
る 3。なお，和田は母の実会結成の趣旨について，社会教育行政による学級
0 0
（婦人学級・若妻学級
など）ではなく，会
0
の組織化―バックボーンになるものとして―をめざした，と説明している 4。
上記のように，婦人会の改革を目指していた土濃塚と，公民館主事補として一定の構想をもって
いた和田が，母の実会の生みの親となったのである。
（2）リーダー土濃塚イマと支援者和田勇治
土濃塚イマ（1912–1990）は，森吉町本城（現北秋田市）の地主，金菊助・ヒサの 6 女として生
まれた。7 歳の時，母がスペイン風邪で死亡。継母は「仏様のような」人だったので，士族出身の
祖母が家族を支配し，「生活は封建的で，兄だけが男の子というので一人膳で食べていたこと，台
所と茶の間の飯台は，それぞれ出される御馳走が違うことなど，幼い頃でも矛盾を感じて暮した」。
1929 年青森県立第二高等女学校卒業後すぐ，本人が知らないうちに親が結婚を決定，30 年下小阿
仁村芹沢の土濃塚正夫（公務員，両親は農業）と結婚した。2 カ月後肺結核に罹り，ついで腹膜炎
を患い生死の境をさまよい，長期療養生活を送る。その間，「かまど」をかけて尽くしてくれた家
族の愛情に応える感謝の念が，その後の活動の原点となった。1940 年国防婦人会下小阿仁支部副
会長。「子どもを生めないことが，肩身のせまい時代」だったので「せめて「銃後のつとめ」と思っ
て活動に身を入れ」たという。1948 年下小阿仁村農協婦人部副部長・婦人会副会長，54 年下小阿
仁村教育委員（～ 1955 年）。1955 年合川町婦人会事務局長（～ 67 年），57 年合川町公民館分館非
常勤主事（～ 72 年）。1961 年母の実会会長（～ 83 年）。1965 年秋田県婦人教育指導員。1967 年合
川町婦人会長（～ 1990 年）。1972 年北秋田郡連合婦人会長。1981 年秋田県婦人生活記録史編さん
企画委員長（1985 年『秋田県婦人生活記録史』刊行），84 年秋田県地域婦人団体連絡協議会会長
（～ 1990 年）。1979 年には秋田県文化功労者として表彰されている 5。
和田勇治は，1933 年上大野村上杉生れ。1951 年高校卒業後，上杉青年会に参加，「やくざ踊り青
年会」の改革を期して演劇運動を推進した。1955 年合川町青年会東地区会長，57 年合川町青年会
副会長，60 年北秋田郡連合青年会会長，61 年秋田県連合青年会副会長，62 年秋田県連合青年会会
長。1956 年合川町役場に就職，共済組合担当。1957 年合川町公民館北分館主事，59 年合川町公民
館主事補，63 年同主事。1964 年合川町企画財政課（町づくり・部落づくり，各課の総合調整，公
民館主事兼務），71 年企画課長。1988 年合川町役場退職。同年町会議員に当選。1990 ～ 94 年町会
議長。2006 年北秋田市議会議員退任 6。
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（3）会員数と年齢
母の実会の会員数は，当初の 68 人から，98 人（『母の実』6 号，1962.4），110 人および県外の特
別会員 6 人（23 号，1968.7）と増えている。年齢構成は，10 ～ 15 号，17 ～ 19 号掲載の「自己紹介」
欄によると，20 代 11 人，30 代 20 人，40 代 18 人，50 代 5 人，不明 11 人，計 65 人である。この
時期（1961 ～ 66 年）の会員は，1907 ～ 1941 年生れで，ほとんどが 1910 ～ 30 年代生れであり，
会員は若妻学級生よりは年長で，婦人会よりはいくらか若い 30 ～ 40 代が多い，世代を異にする女
性が結合したサークルといえるだろう。
（4）既存の諸団体との関係
和田勇治は，母の実会と既存の諸団体との関係について，次のように述べている。
「『母の実』も年をとるに従って，町政など社会問題についての意見や提案が多くなってくる。こ
の場合，意見の集約や行動は，「母の実会」だけの問題にしないで，地域婦人会，農協婦人部，生
活改善グループ，結核予防婦人会などそれぞれの問題を主管する既成の組織をとおしてやるという
原則を貫いてきた。それは，ややもすると「母の実会」という小さなグループの独走になり，多く
の人たちの共感を得られなくなり，せっかくの素晴らしい提案が日の目を見ないことになることを
恐れたからである 7。」また，高田準平が，「『合川の婦人の皆さんが，生活記録運動を始めるにあたっ
て，まず「母の実会」という母体を発足させ，集団内部での検討という学習活動を重視したことに
敬意を表するものです』と言って，小集団と婦人会の関係が理想的に進んでいることは，土濃塚さ
んの婦人会活動の体験の正しさを物語っているのではないか」と述べていることを紹介している 8。
なお，合川町婦人会は 1955 年に発足，会員数 1421 人。執行部は会長のほか，副会長 3 人，事務
局（土濃塚イマ），監事 4 人，幹事 4 人からなる。合川町婦人会誌 9 には，1956 ～ 61 年の婦人会に
ついて，「地域婦人会は，常に沢山の問題をかかえすぎていた。地域を主体とする以上，必然的に
市町村の行政面とも接触する機会が多いのも当然であった。しかし，そういうことのために地域婦
人会が自主性に弱くたくさんの会員がありながらも，会員不在の役員団体におちいりやすい一面も
あった」と記されている。また，佐藤ヨシは次のように述べている。「〔町村合併後〕婦人会に入っ
て驚いたことは，会合があっても自分の本当の意見を出し合うことの出来ない雰囲気でした。自分
のように喜怒哀楽を経てきたもの，苦労して育ってきたものにして見れば，まったく婦人会はアク
セサリーのような感じがしました。会員の要求がくみとられていくのではなく，自分のことよりも
他人のことに焦点が合っていくような気がしてなりませんでした。」（佐藤ヨシ「それでも私は生き
る」『母の実』20 号，1967.5）。
合川町婦人会では，1959 年頃から「旧態依然とした婦人組織から脱皮しようとして」，「役員総
会に代わる代議員制」（旧村代表の役員から部落代表の代議員へ）を取り入れている。次いで，土
濃塚の発案で 1961 年度から婦人問題研究集会を開催している。また，その後，旧村持ち回りの会
長制は時代の流れに合わないという意見が多く出され，1967 年に制度を改め土濃塚が会長に就任
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している 10。
なお，戦後初期には青年会が旧体制打破を主導する有力組織だったが，青年会員数は，1955 年
675 人，60 年 540 人，65 年 336 人，70 年 213 人と，60 年代に激減しており，70 年代には活動停止
ないし消滅した部落青年会がいくつもあることが指摘されている 11。また，1961 年現在，中学・高
校卒業後，町内で生活している勤労青年は約 1400 人，うち青年教育機関・団体に参加しているの
は 500 人を割るとされる 12。これに対して，婦人会員数は 1961 年には 1562 人で，55 年より増えて
おり 13，婦人会活動は母の実会結成を機に 60 年代に活発化しているのである。
Ⅱ　畠山町政とその特徴
畠山町政について，旧村対立と公民館，青年会，婦人会の動向を中心に概略を記す。
（1）合川町発足後の町政の課題
合川町は旧村からの引き継ぎ赤字と累積赤字で，県から財政再建団体に指定され，新町建設事業
や投資事業などの制限を受ける。1955 年 6 月大洪水，同年 8 月と 56 年 5 月駅前大火があり，その
復興にあたった。また合併にあたって，村有財産処分，役場庁舎の位置決定，中学校の統合問題を
抱え，後 2 件をめぐって地域間対立が続いた。1956 年 7 月新農山漁村建設総合対策により合川町
は特別助成指定地域に指定され，合川新農村振興協議会を結成し，農業関係の新規事業のほか，青
年の国内研修（毎年 10 人ずつ各地農村に派遣）を実施。1957 年全国に先がけて老齢年金制度を創
設，診療所を整備して町立合川病院を設立（内科・外科・小児科，45 床）。1958 年町社会福祉協議
会は県内で初めて社会福祉金庫を創設。助け合い資金の原資に，香典返しを廃止してこれに当て，
篤志家から寄付を募集している 14。
以上のように，畠山町政はさまざまな困難を抱えながら，社会教育・社会福祉を重視した政策を
推進していくことになる。
（2）『広報あいかわ』にみる対立の構図
『広報あいかわ』3 号（1955.8）で，公民館長の金田英知
15
は「思いつき三題」と題して，生活が
安定してくると，当初，青年と婦人に期待するといっていた「支配勢力」が再び台頭してきたと指
摘し，これに対して，「社会活動と政治」は不可分だとして，青年，婦人に「蹶起」を呼びかけて
いる。また 19 号（1956.10）では，畠山義郎「随想　去来する日々」が，「青年諸君の進取の精神
に期待する」と述べている。
第 5 回町議会は，保育所設置場所などをめぐる地域対立から「審議未了流会」（4 号 1955.9）と
なり，『秋北新聞』（1955.11.23）は「休会続きで審議進まず／合川町会に町民の批判高まる」と報
道している。9 号（1956.2）から公民館側の要望で社教欄が設置されているが（56 年 6 月から広報
を月 2 回発行），9 号社教欄「原則通りの大選挙区か　旧村単位の小選挙区か」によると，公民館
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が町議選について実施した世論調査（全世帯対象）では，大選挙区制賛成 762（45％），小選挙区
制 739（43％），わからない 206（12％）。だが，「町議選挙　小選挙区に決まる」（10 号，1956.3）
では，35 対 19，欠席 7 で，最初の選挙に限り各地区ごとに選挙区を設け，議員数も人口に応じて
配当，定数 26 名と決定したとされる。その後も，旧村対立で，議員の半数が退場したと報じられ
（16 号，1956.8），〈町民の声〉欄では「分裂症の議会にもの申す」との主張が掲載されている（17 号，
1956.9）。
公民館の他の動きとしては，「お正月は新正一回に！！ 町内一斉実施は困難？」（7 号，1955.12）
と，婦人会，公民館が新正月を推進している。また，公民館主催の公明選挙推進協議会を開催，青
年会，婦人会，公民館関係職員が参集して「公明選挙をどうすすめるか」のアンケートを実施して
いる（9 号，1956.2）。そのほか，「お盆は新暦で！！ 公民館で強力に推進」（15 号，1956.7）。「正月
は新暦で」と公民館がアピール（22号，1956.12）。「今年のお盆は全町が足並みそろえて新暦で実施，
公民館その他の努力が実を結んだ」とされる（44 号，1958.8）。
8 号（1956.1）「今年の目標　年頭アンケート」では，60 人中 30 人の回答があり，「1 今年中に
ぜひやりたいことは？ 2 合川町からなくしたいことは？ 3 新生活運動の第一番にとりあげたい
ことは？」のうち，2 については，「旧村意識」10 人をはじめ，冠婚葬祭の旧習（見栄），迷信，は
しご呑み，が大半を占める。3 については，時間励行，新正月実施，生活・冠婚葬祭の合理化など
が挙げられている。なお，合川町連合青年会は，1957 年度活動の基本方針に旧村意識の打破を掲
げている 16。
24 号（1957.1）「町をかたる　新春わが座談会」は，町長，公民館 2 人，青年会 3 人，婦人会 1 人，
PTA1 人，町議会議長，中学生 4 人，司会（公民館）でおこなわれている。その中で鈴木一男（西
地区青年会長）は，「新暦でお盆をやろうとして青年会，公民館などが相当活発に動いたわけです。
ところが地元の部落代表をはじめ部落のいわゆるおエラ方はちっとも協力してくれない。動かない
んですね。」土濃塚イマ（南地区婦人会）は，「婦人の休養日というものがほしいんですが，これも
カケ声ばかりでなかなか実行されません。」と述べている 17。
福岡武雄（公民館主事）「新生活運動雑感（一）」（26 号，1957.2）は，「「新生活運動」は長の名
で呼ばれている種族，幹部の名で呼ばれている階級，そして亭主族が率先して先頭に立ってもらわ
なければならないと思う」と述べており，〈年頭アンケート〉「私がもし町長だったら　ことしはこ
ういう政治を」（52 号，1959.1）では 23 人が回答，教育・社会教育の充実，公民館活動，農業政策
などが重視されている。
畠山義郎は「三月定例会における施政方針の大綱」（40 号，1958.4）において，「合川町の青年，
婦人団体の意識は向上し，全県的にも立派な水準を持つことは将来の町の産業経済，教育文化等に
寄与する原動力となるものと信じ，その健全なる活動を大いに助長する方針である。」また，「新し
い生活（一）」（47 号，1958.10）では，「新生活運動という国民運動は，鳩山内閣が超党派的に提唱
したものである。以来，この運動は戦時中の「上意下達」よりは好ましいものではあるが，やはり
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どこか官製運動のそしりはまぬがれない。……そこでわれわれの町ではこの機会にもっと自主的な
立場から，この運動を展開しなければならない」と述べている。さらに，「新しい生活（二）」（48 号，
1958.10）では，「〔嫁が姑に服従することは〕民主主義社会となってからも美風として礼儀として，
それは日本的な良さとして衆目は同感しているが，私の考えでは積極的な姑と嫁の共同戦線が必要
であると痛感している。」いわゆる「良い家庭」とは，「良い嫁」が姑に従属しているか，「良い姑」
が嫁に遠慮しているかであり，いずれにせよ「良い家庭」は「現状維持派」だと指摘している。ま
た，とくに小・中学の子供の動向には「慈愛の目をもって絶えず関心を持たなければならない」と
主張している。
以上の記事から，畠山町政は旧村間の利害対立の中で，その克服をめざすとともに，公民館を拠
点とした社会教育および社会福祉政策を重視し，その支持勢力としてとくに青年・婦人団体に期待
し，後者がこれに呼応する，という構図を見て取ることができる 18。
その後畠山は，1963 年度施政方針「教育と町民性の確立」（109 号，1962.3）において次のよう
に述べている。「合川町は民度が高いといわれますが，町民の精神的向上に関しては，社会教育，
社会福祉等を根幹として町村合併以来とくに町の基本政策として，他町村に先がけ，単に国県の指
導に盲従することにとどまらず，自らの町の環境に適合した町民の自意識を中心とした推進をして
まいったのであります。……その基調となっている考えは人間性中心（ヒューマニズム）の町民性
を確立し，どんな人間関係の複雑と困難にも屈せず，多数の人間の幸福のために努力する社会を開
拓しようとする人間社会生活の理想への道であると信じて疑わないものであります。」
次いで 1964 年度から「部落づくり運動」を推進している（「部落づくり基本構想」132・133・
134 号）。部落には諸団体（青年会，婦人会，こども会，PTA，部落会など）があるが，それらは
バラバラで，地域住民の声が町政に反映されにくい。そこで，諸団体，学識経験者などからなる
「部落づくり懇談会」を設置して部落ごとに地域の課題を発見し，それを町政に反映させ，「民主的，
近代的な部落づくり」をめざすというものである。そのため，64 年度から企画財政課が設置され
（教育と財政の結合，和田勇治が担当），7 月から「部落づくりゼミナール」を開講し，共同学習を
開始している。しかし，いくつかの部落や町議からの批判・抵抗があり，66 年春，企画財政課は
廃止，その機能は分化されることになり，部落づくり運動は公民館運動として，教育委員会の社会
教育活動の中で進めることにならざるを得なかったのである 19。なお，畠山は 1966 年度の施政方
針に「人間的な共感の町民運動」（147 号，1966.3）を掲げ，同年の町議会では，「社会福祉の町」
を宣言している（150 号，1966.10）。
（3）少年の投石事件をめぐって
畠山義郎は「少年・社会・その他」（『北鹿新聞』1963.7.1）の中で，次のように述べている。「少
年による列車への投石事故が多い。それが特に農村部に多いことは相当に複雑な意味をもつもので
ある。北秋田郡青少年問題協議会で指摘しているこのことについて時間がなかったので言及しな
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かったが，一例をあげると，列車が通過しても，少年の居住地には停車場がなくて，列車は半ば永
遠に見るものであって乗るものではない事情にある彼等の立場からものを見る必要がある。／はな
はだしきは自転車も満足に通れない道路などを大迂回して通学する子供には，比較的経済的に恵ま
れない子供が多い。彼等はいきおい線路を歩くより方法がない。両親は年がら年中，農耕や出稼ぎ
で，子供を列車に乗せて一日の楽しみを親子で味わう機会がない。このような手の届かざるものへ
の革命的手段を選ぶのは，ひとり子供のみではない。少年による列車への投石は，社会の縮図であ
り，都市と農村における問題差の現況図なのである。」
畠山の後の「自注自解 20」によると，合川東小学校の児童が列車に投石して窓ガラスを割った事
件に対し，米内沢警察署から保護者，小学校，町，町教育委員会が厳重注意を受け，北秋田郡青少
年問題協議会でも取り上げられ，「全く町長として面目丸つぶれのなかで，何か釈然としない気持
ちがあった」が，北鹿新聞から月曜リレー論壇に執筆を依頼され，「よどみなく私の心はその解明
に一直線に走った。それで文章が活字になって，私は問題の根本である列車を停車させることに本
腰をいれることを決意した。すぐ前の人の肩も見えないような吹雪をついて六キロの道を登校する
この小学生たちのため，そして一〇戸ほどの小集落のあらゆる問題点となる原則的なものの解決の
ためである。」と記されている。そして，その後運動が実を結び，1965 年 4 月無人駅大野台が開設
されたのである。
少年の投石事件を道徳的説教に解消するのではなく，生活環境の問題としてとらえ，直ちに解決
に向けて動いている畠山のプラグマティックな態度に注目すべきだろう。
Ⅲ　『母の実』とその特徴
（1）『母の実』の編集・発行
1960 年代の『母の実』の発行部数は，180 ～ 230 部。1 号は幹事 5 人がガリを切り，2 号からガ
リ版印刷を印刷所に依頼，14 号から活版印刷になっている。14 号までは公民館（和田）が編集を
主導し，15 号から編集委員会制を採用するが，以後も和田が引き続き編集後記を書いており，34
号（1975 年）まで編集に関与している。掲載数は毎号 20 ～ 30 本，25 ～ 40 頁程度。大半が実名で
あり，他の多くの婦人会・若妻学級文集と対照的である。執筆者には 10 号までくらいは 10 数名の
常連がめだつ。発行頻度は，1961 ～ 63 年は年 4 冊，64 年 3 冊，65 ～ 71 年は年 2 冊，その後は年 1 ～
2 冊である。会費は当初 30 円，12 号から 50 円に値上げされている。その後財政的ピンチから特別
会員制度を設け，特別会員に1人1000円の拠金を依頼し，42名（全員男性）がこれに応じている（16
号）。なお，毎号合評会が開催されている。
（2）参加・執筆の動機
母の実会への参加と執筆の動機は，以下のような文章から窺うことができる。
「「書くことは，即ち，考えることである。」（寺田寅彦）……しかし，私の現在はどうでしょ
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う。……現実をただ無意識のまま歩く人間になりかけていたのです。」（伊東和子「書けない私」）。
「結婚生活十年も，またたくまにすぎ，母としてあらたな悔いとなって，もっと勉強すべきだった
と……」（佐藤静子「悔」）。「家計簿を記入するのがやっとで，月に一冊の「家の光」もほどんど読
み切れない有様，あまりにも読むこと，書くことなどに目をむけられぬ，うるほいのない主婦農業
の姿なのです。後半分の人生を意義あるものにしたいというあせりのような感じがされるこの頃，
私ばかりでなく誰も同じではないでせうか。」（杉渕アイ「母の実会ができて」，以上 1 号）。
「〔「嫁いで十何年」〕いつの間にやら何もかも枯れ果て，ひからびた一農婦になってしまうのでは
ないかしら。唯生きる為にと，もくもくと馬車馬の如く働きつづけきたのかしら。これではいけな
い。無意識のうちにこの様になってしまうとしたら大変なことだ。」（伊藤八重「俵あみ」2号）。「〔結
婚後 26 年〕いたましい人生を半分以上も過ごしてしまいました。」（佐藤つま「年を振りむいて」5
号，1962.1）
「〔私の母と，〕このまま古い農村婦人にはなりたくないと願う私とは，何度口論した事か」（伊東
和子「母への手紙」6 号，1962.4）。「子供の生長におくれたくない／いろいろなことを語り合いた
い／〔中略〕／働き蜂のような忍従の生活／この生活から抜け出そうと／母親たちはペンをとった」
（杉渕アイ「ペンをもつ母へ」11 号，1963.8）。「〔母の実会発足の〕当時何かしら「こうしては居ら
れないような，何か私達の打ち込めるようなもの，古いからから抜け出したい。」そのようなもの
を感じていた矢先でしたので……。」（御処野ちえ「私達の文集作りについて」13 号，1964.2）
のちに土濃塚イマが，「長い間おさえられてきた感情は，水がせきを切ってほとばしり出るよう
に文字の上にあらわれ出したのです」（「あいさつ」22 号，1968.1）と指摘している通り，母の実会
の結成は，女性たちのそれまでの，とりわけ結婚後の「忍従の生活」，「無意識のうち」にうち過ぎ
た生活に対する「悔い」や「あせり」，そして「こうしては居られない」という気持ちを掻き立て
たのであろう。また，結婚して 10 年，20 年の女性に限らず，結婚後 2，3 年目の 1965 年に入会し
たという畠山久子（1941 年生れ）も，「結婚してからは仕事や家事に追われ，精神的な栄養失調に
なっていたんですね。……書く，書けないは別として思い切って入会しました」と語っている 21。
（3）取り上げられたテーマ
誌上で取り上げられたテーマは，子ども・家族，とくに母子関係に関する文章――子どもと向き
合うこと，子どもの成長・健全育成・躾，家族の会話などが最も多い。そのほか，家制度・嫁姑関
係，農業・出かせぎ，自分史，別離・追悼（土濃塚イマ追悼特集号を含む），母の実会・「母の実」
について，伝承，自然などがある 22。このうち，嫁姑関係，農業・出かせぎについては，後で取り
上げる。
子ども・家族生活への思いの強さは，母親大会への参加にも表れている。会の中心メンバーの
一人である杉渕アイは，1963 年 8 月の第 9 回全国母親大会に御処野ちえ，土濃塚イマらと参加し，
その報告を書いており（「全国母親大会に出席して」13 号，1964.2），佐藤ヨシは，子供の非行への
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心配があったので，分科会「子供をとりまく環境」に参加したと記している（「日本母親大会に参
加して」18 号，1966.1）。
また，土濃塚は 1965 年 4 月の秋田県地域婦人大会において，近年，青少年の非行問題が多くな
り，低年齢化してきたことを指摘し，親の生活態度，子供の躾がなおざりになっていることが原因
だといわれているが，「私達は自分の子だけでなく，地域の子供を皆で育てる心構えこそ必要では
ないでしょうか。私はこの運動を強く打出し，みんなで愛の手を差しのべたいと思い「合川町青年
婦人の一夜講習」の際に提案しましたら皆様も是非実行しましょうという事になり，……「みんな
で言葉を交しましょう」と簡単な挨拶を交すことから実行致しております。」と発表している（16
号，1965.3）。なお，土濃塚は 1960 年代から「愛の鐘」（夕刻に子どもに帰宅を促すメロディーを
全町に流す広報無線）設置を提案して募金活動を推進し，1973 年 2 月に実現させている（『広報あ
いかわ』198 号，1973.2）。
母の実会のあり方については，誌上座談会「母の実を語る」（2 号，1962.4）に次のような発言が
みられる。
成田喜代治（町議）：母の実会が今までの婦人組織に見られる行事中心の会ではなく，生活の
ことを中心にして発展される会である様期待したいと思います。
佐藤テル子（青年会）：子供のしつけや教育が昔とはちがい，……子供たちの信頼度が低かっ
たのではないでしょうか。こういう時に，母自体が，勉強したり書く力をやしなったりする
ことは，子供のしつけや教育のためにも良いことだと考えます。
成田：実際の生活の場における生活作文は，婦人の連帯感をもっと高める事だと思います。
土濃塚イマ（会長）：記録を中心にしたこの会が，確かに一つの新風を吹きこんだ……。記録
することによって社会の基盤たる家庭生活を一そうみつめ，反省評価し，そして自分をみが
くことに焦点を合わせ進めたい……。
土濃塚はその後，「地域社会をよりよくするためには，話し合いがどれ程大切かということは，
誰もが知っていることですが，地域が広くなるにしたがって，集まって話し合うことがむづかしく
なります。これを文章によって達成されるのもたのしみでありませんか。」とも述べている（「文集
づくりの喜び」9 号，1963.2）。
なお，和田勇治は合評会について，「文集が発行になるたびごとに開かれる合評会は，文章の批
評ではなく，常にその記録の周辺が話題となる 23。」と述べている。「記録の周辺」というのは，『母
の実』に書かれたことがらの背後にあるそれぞれの生活であり，それを対象化するために，座談
会・ルポなどを通じて，それぞれの日常生活や生き方を聞き取り，あるいは家族の歴史や自分史を
書いてもらうようにした。そのようにして，『母の実』に生活記録が書き継がれていったのである。
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（4）嫁姑問題
嫁姑問題が取り上げられるのは，ほぼ 1960 年代までであり，とくにその初期に目立つ。
「……わけても嫁に対する，姑の態度たるや全く差別待遇そのもので，余りの無理解，人権無視
にも程があると思えば悲しくなって参ります。嫁は仕事をする為の道具なのです。……一体何の為
に，誰の為に働いているのかと考える時，こんなひどい目に逢え
ママ
乍ら同居して行く必要はないと思
います。」（A I 子「望み」1 号）
「〔若妻学級に加入して 4 年近く，今は部落ごとに集会を開いている。〕若い嫁コ達はあまり笑う
ことも忘れ，丁度ショウウィンドウーに飾られたマネキンと云っても決して誇張ではないと思いま
す。自分をころして人様の前だけ考えて，こせこせと二重人格的な人になっていたのではないで
しょうか。……子供達は，こんな母を軽べつし反抗しながらも，やはり親に似てくると思います。
私達は，まだ若い嫁コだが，子供の母だということに自信をもち……」（村岡絹「若い嫁コ」2 号）。
緑川しのぶ（仮名，1937 年生れ）「生活のうた　罵倒」（4 号，1961.9）は，描写が具体的であり，
それゆえに衝撃力があった。作者は隣村の学校教師の娘で，合川の専業農家に嫁いだ人である。
身につかぬ　鍬は手のひらより落ちて　すわっと罵倒の声ひびきたり 
野良に出て　初めて鍬を取る我は　ののしられてもただ黙々と 
しゅうとめに　負けんと鍬をとりたれど　体力続かず立止まりけり 
腰いたみ　畑のあぜに憩う間も　しゅうとのまなこは背に光りおり 
ママという吾子の片言に　一日中の罵倒も忘れてほほえむ夕べ 
嫁ぎきて　かくも毎日罵倒せられ　三
み と せ
年の春もむなしくゆきぬ
和田によると，「この歌を母の実にのせることは，むらの人間関係にひびを入れることになると
いう反対論が支配的だった。土濃塚さんは，真実を語ることが，やがて旧来のしきたりや差別を変
えていくのだと説き，譲らなかった。」（「「慈母観音」のような人」『母の実』58 号，1990.8）また，
『母の実』4 号の発行後，「むらの中は勿論，町内外の婦人団体の諸集会で問題となりました。嫁，
姑の生々しい記録なので，刺戟が強過ぎ，人間関係を悪くするというものでした。しかし，イマさ
んは，人間の憤りを憤りとし，喜びを喜びとして表現出来ない事が問題なのであり，それでは進歩
がない，本音を吐くということは難しい事なので，本音の周辺をみんなで大切にしよう，と真剣に
主張し，投稿者を守り，「母の実」を通して社会に訴えました。」と，和田は記している 24。
「生活のうた」は合評会の折に討議され，「少しでも地域が明るくなるよう，話し合い」，「夫から
も家族からも認められるようになったと顔を輝かして語らうお母さんもあり……」（御処野ちえ「私
達の文集作りについて」『母の実』13 号，1964.2）といわれ，和田は「〔土濃塚の〕信念が，数年を
経ずして花咲く時代となったことは驚きであった」と述べている（「「慈母観音」のような人」）。
しかし，投稿した当人にとって，「結果は厳しかった。本人は二年後に離婚，実家に戻った後，
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北海道へ。夫の方は家を出た」といわれる 25。
（5）農業・農村問題と出稼ぎ
『母の実』が創刊された 1961 年 2 月，合川町婦人会は第一回合川町婦人問題研究集会を開催して
いる。この集会について土濃塚は，「当時生活が不安定になり何より現実のくらしを語り合うため
の事業としたのです。私達は生活の動きの中で「問題を問題として見出しそれを取り上げるかどう
かこそ問題である」事に気がつき，その解明のための活動に目ざめたのです。更に出された問題を
行政に反映させるため〔昭和〕三十八年二月「合川町青年婦人議会」を開催し町政への関心を高め
ています。」と述べている（「農村婦人の社会性を培って二十年」『母の実』44 号，1981.1）。
婦人問題研究集会開催の動機について，佐藤キミは，「労働賃金〔農業労賃〕が高くなり，農家
経済がおびやかされ，生活の苦しさが増してきた頃でした。集会は古い役場の二階で行い，約二百
五十人位いの出席がありまして，二階が落ちるのではないかとしんぱいされた程多かった」（「亡き
土濃塚会長を偲んで」『母の実』58 号，1990.8）と回想しており，農家経済の不安定化が女性の結
集をもたらしたことを伝えている。一方，合川町青年婦人議会は，町内の青年・婦人会員が「議員」
となって，町長および町三役・各課長の町当局に一般質問・委員会質問をおこなう制度で，町政と
青年・婦人会のつながりを強めた。この青年婦人議会は 1986 年までおこなわれている。
農家女性のこうした動きは，農業が不安定化し出稼ぎが増大するなかで，「主婦農業」化が進行
するという事態を反映している。ちなみに，合川町の農業基幹的従事者数は，59 歳までは女性が
男性の 2 倍に及び（表 1），下小阿仁地区西根田部落の農業従事日数は，60 日以上の 6 割を女性が
占めている（表 2）。なお，表 1 で 60 歳以上になると女性が激減するのは，それまでの過労の影響
の大きさを示していると思われる 26。
表 1　合川町の農業基幹的従事者数（1965 年）
16 ～ 29 歳 30 ～ 59 歳 60 歳以上 計
男 104 678 217 999
女 233 1,284  95 1,612
計 337 1,962 312 2,611
『合川町の実態とその基本的開発構想』（合川町役場，1966）73 頁。
表 2　下小阿仁地区西根田部落の農業従事日数（1968 年）
～ 59 日 60 ～ 149 150 ～ 計
男 35 人  9 30 74
女 12 人 15 42 69
福武直編『農村社会と農民意識』（有斐閣，1972）54 頁。
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『母の実』16 号（1965.3）では，「これからの農業」について伊東和子ら 5 人が執筆し，農業の先
行き不安などが訴えられ，出稼ぎに関する企画は 15 号（1964.10）から登場し，巻頭の〈とびらの詩〉
に「出稼ぎ」が掲げられ，本文では「出稼ぎに思う」について 5 人が執筆している。1965 年 10 月
の合川町全農家世帯へのアンケート調査では，出稼ぎ世帯農家 444，出稼ぎ人数 497 人。1965 年セ
ンサスによると，合川町全農家 1680 戸の 26.4％，兼業農家 1481 戸の 30％が出稼ぎに出ている 27。
その後，女性の出稼ぎも増加しており，土濃塚イマは，一宮の紡績工場に出稼ぎに行っている佐
藤ヨシ宛の手紙形式の文章の中で，「昨年私の地区の五十代の御婦人が三十人も関東関西に働きに
出かけた時は胸一杯の思いがしました。……本年も出かけました（同じ人達が）。……この方々は
永い間自分の自由に使えるお金に飢えた年代の人達です。」（『母の実』24 号，1969.1）と述べている。
また 28 号（1971.2）では，「変わりゆく農村」という表題で 5 人が執筆し，農政批判，生産調整に
よる先行き不安などが論じられている。
『広報あいかわ』174 号（1970.2）には，合川町の出稼ぎ者が 636 人に及び，互助会結成に向けて
の動きが伝えられている。その後，工藤イマの報告によると，互助会会長と役場職員が出稼ぎ者慰
問のために，テープレコーダーに留守家族の声を吹きこんで持参し，出稼ぎ者の声を入れて帰って
いる。また，合川の出稼ぎ調査では，1973 年 2 月現在の出稼ぎ者は，725 人（男 632，女 93）であ
り，出稼ぎ者がさらに増加していること，留守中一番困っていることは，農作業，健康管理であり，
留守家族対策を立て，各地区で座談会を開催していることが報告されている（「出稼ぎについての
随想」『母の実』31 号，1973.5）。
なお，合川町では減反に対処するために，国・県と交渉して国庫補助金・県費などにより，1969
年から 4 年間，県営圃場整備事業の通年施工（対象地は一年休耕）を実施しており，この事業は地
域の人々に雇用の機会をもたらした ｡『母の実』27 号（1970.11）では減反特集が組まれているが，
その中で土濃塚は，農業の所要時間は大分少なくなったものの，「減反休耕も手伝って働くお母さ
ん達の姿も随分，人手不足の折から主婦の就労者はひっぱりだこです。少しでも生活を豊かにしよ
うとみんな農外収入を得るため外に出ましたので何処の企業からも歓迎されています」と，主婦の
農外就労の活発化を伝えている。
（6）1960 年代における生活と意識の変化
公民館南分館が，1969 年 6 月若妻 110 名を対象に実施したアンケートの結果「農村における若
妻の生活と意見」が『母の実』25 号（1969.8）に掲載されている。調査項目と回答のいくつかを挙
げると，次の通りである。
問一　仲間の集いに出席することをどう思いますか。　（イ）がんばって出席したい　67％
　　　（ロ）都合のつくとき出席したい　27％　（ハ）なかなか家から出にくい　6％
問二　農閑期の主な仕事　（イ）外で働く場合が多い　52％　（ロ）家の中で仕事をする　41％
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　　　（ハ）その他　7％
問三　 農繁期に体の異常を感じたときは　（イ）すぐ医者にみてもらう　44％　（ロ）売薬を
のんで働く　30％　（ハ）休み乍ら働く　14％　（ニ）忙しくて医者にかかれない　9％　
（ホ）周囲のすすめで医者に行く　3％　（ヘ）わからない　1％
問四　 食事の仕事は主にどなたがしますか。　（イ）姑さん　52％　（ロ）私　39％　（ハ）その
他　9％
問五　 子供に接する時間がとれますか。　（イ）自由にとれる　22％　（ロ）なんとかとれる　
54％　（ハ）なかなかとれない　24％
（問五の第 2 項）　テレビを視たり，新聞・雑誌を読んだりする時間がとれますか。
　　　 （イ）自由にとれる　24％　（ロ）なんとかとれる　54％　（ハ）勤めや仕事でとれない　
19％　（ニ）家族に遠慮してとれない　3％
1963 年にも同様の調査がおこなわれており，寄せられた感想では，しばしば両者が対比して論
じられている（ただし，63 年調査の資料は現在不明で確認できない）。とくに 40 ～ 50 代の土濃塚
イマ，畠山義郎，杉渕アイ，御処野ちえらは，かなりの或いは大きな変化を指摘しており，問一の
（イ），問三の（イ），問四の（ロ），問五の（イ）（ロ）などに注目している。1963 年の調査に携わっ
たという土濃塚は，この間の変化に「感無量の思いがしました」と述べているが，他方，農繁期に
体の異常を感じたとき売薬をのんで働く人が 30％もあり，子供に接する時間がなかなかとれない
人が 24％いることに，注意を促している。
なお，福武直らのグループが，1953 年と 1968 年に下小阿仁地区で農家調査をおこなっており，
68 年の調査結果をまとめた『農村社会と農民意識』（有斐閣，1972）では，15 年間の農民意識の変
化の大きさが指摘されている 28。
おわりに
母の実会は，母という立場を結節点として，世代を超えて結束して結成された。そして『母の実』
の発行は，女性たちの長い間抑えられてきた，忍従と諦観，「古い殻」からの脱却を願う感情の奔
出をもたらした。女性たちは自らの心情と意見を率直に表明し，それぞれの家族の実情・自分史・
家族史を綴り，会員はそれをもとに語り合った。そのことが女どうしならではの共感を育み，女
（母）たちの絆が会を持続させたのだと思われる。
『母の実』には，家族の生活・子どもの育成に関する記述が目立つが，それは，1960 年代の秋田
県北（のみならず東北農村）においては，母親が育児・教育に向き合うことができる状況が初めて
生れ，子どもとの関係を軸にして，家族の生活を充実させることに関心が向けられるようになった
ことを示しており，それを地域の共通の課題として取り組んだところに，母の実会の特徴があった。
母の実会のリーダー土濃塚イマは，死後しばしば「慈母観音」，「白鳥芦花に入る」（下村湖人『次
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郎物語』中のことば）と形容される。土濃塚は，「頼まれれば越後まで米を搗きに行く」と冷やか
されるほどの世話好きであり，無償でラブレターなどの代筆を引き受ける 29。嫁に対する思いやり
と同様の姑・老人への思いやりの深さ。“自分大事”の意識が欠如していると思えるほどの愛他主
義。こうした“無私”のパーソナリティーは，浄土真宗の東井義雄や曹洞宗の無着成恭ら生活綴方
教師の態度とも相通じるものがあるが，土濃塚が敬慕されたのは，母性主義とともに郷土主義に拠
るのであろう。
戦前の社会において，郷土主義は立身出世主義に対する反措定であり，青年団・壮年団運動の指
導的理念であった。畠山義郎は，「私は，自分の育った風土，子どもの頃厄介になり，今は亡き近
隣の老農夫，老婆のためにも，自分の一生をそこに埋没させることを唯一の目的としている」と述
べており 30，畠山の言動にも郷土主義は顕著である。
母の実会の成立と活動の背景には，Ⅱでみたように，畠山町政の存在があった。畠山町政は社会
教育・社会福祉に重点を置き，部落を基礎とする新たなコミュニティーづくりをめざしたが，その
支柱となった公民館と，呼応した青年・女性たちがこれを支え，多くの町民に支持されたとみるこ
とができる。とくに婦人会・青年会のリーダーである土濃塚や和田らは，1960 年代以降の農業・
農村社会の不安定化に対処し，「農村の良さ」（土濃塚）を守り育てるために，コミュニティーづく
りを推進した。そして，土濃塚らをリーダーとする母の実会は，地域の女性たちに影響力をもつ中
核的サークルとしての役割をになった，といえるだろう。
付記
資料調査の際には，和田勇治氏，合川公民館長関源一氏，母の実会の伊東和子氏，杉渕アイ氏，
庄司昌子氏，秋北新聞社の花田敏氏，合川公民館・秋田県立図書館の方々にお世話になった。和田
氏，関氏，伊東氏，杉渕氏からは，お話を伺い，資料を提供していただいた。記してお礼申し上げ
たい。
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